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研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：情報学・知能情報学 
キーワード：言語理解、意味処理、テキストマイニング、文脈処理、知的検索 
 
１．研究計画の概要 
本研究は、過去 10 年間、文解析研究で成

功してきた手法、すなわち、巨大な文書集合
からの機械学習技術と記号処理アルゴリズ
ムとを融合する手法を、意味・文脈・知識処
理に適用することで、言語処理技術にブレー
クスルーをもたらすことを目標とする。この
ために、テキストへの意味アノテーション付
与、分野オントロジーの自動構築、意味・知
識に基づく文解析手法、資源共有型の分散計
算機環境の構築、の研究を行う。 
 
２．研究の進捗状況 
１．深い文解析と意味知識処理：深い文解析
を本格的な情報抽出（タンパク質相互作用の
抽出）に適用し、従来のシステムの精度を格
段に向上させた。深い解析が情報抽出に有効
との結果を世界で最初に実証した。 
２．系列 tagging 学習器：隠れ変数を使った
機械学習を言語処理へ適用し、深い文解析の
速度を 20 倍向上させるとともに、固有名認
識などの意味処理タスクでも、世界最高水準
のパフォーマンスを達成した。 
３．GENIA コーパス：構築した GENIA コーパ
スは、これを使った国際コンペティションに
２４チームが参加するなど、生命科学分野で
のデ・ファクトの国際標準となっている。 
４．U-Compare：言語処理ソフトウェア共有
枠組み（U-Compare）は、世界で最大(組み込
みツール４０超)の共有枠組みとなっている。
この研究は、UIMA Innovation Award を IBM 
Watson 研究所より受賞(2009 年) 。 
５．計算環境：並列処理の記述を殆どしなく
てよい汎用的ワークフロー処理系、任意の計
算資源の上に分散ファイルシステムを構築
するシステムという、汎用性の高いデータ処

理の枠組みを確立した。これは、我々の研究
に日常的に使われているだけでなく、今後の
クラウド環境など大規模な計算資源を柔軟
に使う基礎技術となっている。 
 
３．現在までの達成度 
（１）理論面では、系列 tagging の機械学習
とパイプライン処理方式とを組み合わせる
ことで、20倍という当初計画を超える飛躍的
な効率向上を得た。この方式は、曖昧さ保持
のデータ構造が不要な単純な枠組みで意
味・統語の融合処理が実行できる優れた特徴
を持つ。今後、系列 Tagging での新たな成果
を取り込むことで、精度も飛躍的に向上する
ことが期待できる。この方式は、単語分割処
理の困難さのために高精度解析ができなか
った中国語、アジア諸語の処理にも大きな効
果をもつ。このための実証実験を計画してい
る。これは、当初計画にはない新たな成果と
なろう。 
（２）GENIA コーパスが生命科学分野での
デ・ファクト世界標準となったことで、この
コーパスへの意味アノテーションが他のグ
ループでも行われるようになり、GENIA 意味
リソースの構築が加速度的に進展している。
NUS( シ ン ガ ポ ー ル ) の 共 参 照 関 係、
BioScope(University of Szeged、ハンガリ
ー)によるモーダル情報、Linköpings 大学 
(スウェーデン)によるGENIAオントロジーの
写像、UCL(英国)による依存構造付与、ウィ
スコンシン大学（米国）による文脈構造アノ
テーションなどがその例である。これらによ
り、当初計画よりもはるかに早く、しかも、
より豊かな意味リソースが，我々の GENIA コ
ーパスを中核にして構築されつつある。 
（３）生命科学分野で Semantic Web への興
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味が高まり、ユニーク ID(URI)の設定の動き
が国際的に加速、EUプロジェクトで構築され
た意味辞書(BioLexicon)など、国際協力で構
築される大規模な意味リソースが使用可能
となってきた。とくに、BioLexiocnは、緊密
な共同研究パートナーのマンチェスター大
学が構築したもので、本プロジェクトでの使
用が始まっている。ソフトウェアの共有も、
平成 20 年度より我々の主導で始まった
U-Compare が普及し、他グループで開発され
たソフトウェアが簡単に使用できるように
なった。このような緊密なリソース共有の国
際協力は，当初計画にはなかったものであり，
研究の進展を加速している。 
（４）計算環境の構築、パイプライン処理モ
デルの進展により、当初予期していた効率の
問題が予想よりもはるかに早く解決できる
見通しとなった。 
これらは、当初の目的を超える研究の進展
があり、予定以上の成果が見込まれる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
（１）理論: 言語の構造と意味の関係を系統
的に取り扱うために、理論言語学からの文法
を計算言語学の「深い文解析」に適用する研
究を行う。文法のための確率モデル、浅い文
解析と深い文解析の融合手法などについて
研究し、理論言語学の文法を深い文解析に適
用する基盤技術を確立する。また、深い文解
析・意味処理のための機械学習の研究を使っ
た高効率な文解析、意味処理の基盤技術を確
立する。 
（２）リソース構築: テキスト情報と分野知
識との関係をデータ中心に研究するために、
テキスト中の表現を分野知識(オントロジ
ー)に結びつける意味コーパス（１００万語
規模）を構築する。具体的には、固有名、生
命事象などを付与した生命科学分野の意味
コーパス（GENIA）を構築する。また、言語
処理ソフトウェア共有枠組みを構築する。 
（３）計算環境: 複雑な意味知識処理を大規
模に実行するために、多様な処理モジュール
が処理結果を交換しながら分散的に仕事を
進めるデータ中心の大規模処理モデルのた
めの計算環境を構築する。 
（４）意味・知識処理：（１）～（３）の成
果を使い生命科学分野の文献の意味を分野
知識で解釈する処理技術（固有名認識，事象
認識，プロセス認識）を開発し、これを生命
科学のための知的な知識管理システムに統
合する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）平成２０年９月～平成２１年３月 
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